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V31c FPGAを用いた、電波干渉計のＰＣインターフェイスの開発
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大師堂研究室は、パルサーサーベイプロジェクトの一環として、新しい観測システムを開発中である。新システ
ムの概要は、「(1)アレイアンテナによる電波の受信、(2)ＡＤ変換、(3)ＦＦＴプロセッサによるＦＦＴ処理（超高
速画像処理）、(4)本講演で述べるＰＣインターフェイスによる積分および、パソコンへのデータ送信（インター
フェイス）、(5)制御用パソコンによるデータ取りこみ」である。

ＰＣインターフェイスは、観測システムの心臓部である新しいＦＦＴプロセッサを制御用パソコンに接続する
ために開発したものである。
これは次の２つの機能を有する。
（１）インターフェイス機能ＦＦＴプロセッサとパソコンの間に入って、データ伝送をうまく行う。つまり、プ
ロセッサから常時吐き出される大量のデータを一時保存し、パソコンの都合の良い時に読み出しができる機能で
あり、例えて言うならばダムのような機能である。
（２）積分機能（Ｓ／Ｎ比の向上、感度の向上）天体観測のためには、Ｓ／Ｎ比の向上が必要である。また、天
体からの電波は弱いので、長時間露光しないと受信できない。本装置では、各画素毎に積分する機能を有してお
り、Ｓ／Ｎ比の向上などを行う事ができる。必要に応じ、積分回数は設定する事が出来る。

これらの機能を、FPGAを用いて実現した。開発ソフトは MaxPlus2 を使用し、開発言語は Altera Hardware
Description Language である。
現状では、プロセッサ、ＰＣインターフェイス、パソコンを接続し、実際のデータを流してデバックを行って
おり、順調である。


